
　

市
原
市
立
京
葉
小
学
校
は
、「
日
常
の

授
業
改
善
」
を
合
言
葉
に
校
内
研
修
を
行

っ
て
い
る
（
図
１
）。
全
担
任
22
人
が
年

１
回
以
上
研
究
授
業
を
行
い
、
事
後
の
協

議
会
で
成
果
や
課
題
を
共
有
す
る
ね
ら
い

を
、
鎌
田
正
男
校
長
は
次
の
よ
う
に
話
す
。

　
「
教
師
は
１
年
で
８
５
０
時
間
以
上
の

授
業
を
行
い
ま
す
。
１
コ
マ
の
授
業
で
少

し
の
工
夫
を
し
、
そ
れ
を
互
い
に
見
合
っ

て
い
け
ば
、
１
年
間
経
っ
た
時
に
大
き
な

成
長
が
期
待
で
き
ま
す
」

　

研
究
授
業
の
教
科
は
各
自
で
決
め
ら
れ

る
が
、
研
修
の
焦
点
を
絞
る
た
め
、「
学

習
意
欲
の
向
上
」「
基
礎
基
本
の
習
得
」「
言

語
活
動
の
重
視
」
の
い
ず
れ
か
の
工
夫
を

盛
り
込
む
。
授
業
者
は
指
導
案
を
抜
粋
し

た
略
案
（
図
２
）
を
作
り
、
学
年
会
で
検

討
し
た
上
で
研
究
授
業
に
臨
む
。

　
「
詳
細
な
指
導
案
や
大
掛
か
り
な
教
材

を
用
意
す
る
と
、
研
修
自
体
が
目
的
化
し
、

日
常
の
授
業
改
善
に
つ
な
が
り
に
く
い
も

の
で
す
。
研
修
の
成
果
を
毎
日
の
授
業
に

生
か
す
た
め
に
は
、
手
軽
に
ノ
ウ
ハ
ウ
を

共
有
で
き
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
、
先

生
方
に
は
手
の
込
ん
だ
工
夫
よ
り
も
、
す

ぐ
に
生
か
せ
る
よ
う
な
工
夫
を
提
案
し
て

ほ
し
い
と
伝
え
て
い
ま
す
」（
鎌
田
校
長
）

　

低
学
年
、
中
学
年
、
高
学
年
に
分
か
れ

て
行
う
事
後
の
協
議
会
は
原
則
30
分
以
内

と
し
、
授
業
者
の
工
夫
が
効
果
的
だ
っ
た

か
ど
う
か
を
振
り
返
る
（
写
真
）。
参
観

の
み
で
協
議
会
に
参
加
し
な
い
教
師
は
、

感
想
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
「
コ
メ
ン
ト
カ
ー

ド
」
に
記
入
し
、
授
業
者
に
渡
す
。

　

全
員
が
年
１
回
以
上
の
研
究
授
業
を
行

う
こ
と
に
対
し
て
は
、
当
初
、
教
師
の
間

で
も
戸
惑
い
が
あ
っ
た
が
、
鎌
田
校
長
の

方
針
が
浸
透
す
る
に
つ
れ
て
、
多
く
の
教

師
が
前
向
き
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
た

と
、
研
究
主
任
の
近
藤
宏
子
先
生
は
話
す
。

　
「
得
意
な
教
科
ば
か
り
で
な
く
、
苦
手

な
教
科
に
も
取
り
組
む
先
生
が
増
え
、
意

欲
の
高
ま
り
を
感
じ
ま
す
。
日
々
の
工
夫

を
重
ね
、
研
修
で
の
気
付
き
を
反
映
し
た

結
果
、
自
分
の
授
業
が
良
く
な
っ
た
と
感

じ
て
い
る
か
ら
こ
そ
だ
と
思
い
ま
す
」

　

鎌
田
校
長
は
、
今
後
に
つ
い
て
次
の
よ

う
に
話
す
。

　
「
子
ど
も
に
自
ら
学
ぶ
姿
勢
を
求
め
る

以
上
、
教
師
自
身
が
学
び
合
う
集
団
に
な

ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
管
理
職
の
助

け
が
な
く
て
も
、
先
生
方
が
自
立
的
に
授

業
改
善
に
取
り
組
も
う
と
す
る
意
識
を
根

付
か
せ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

研
修
を
授
業
改
善
に
つ
な
げ
る
工
夫

授
業
研
究
の
目
的
は
、
日
々
の
授
業
を
改
善
す
る
こ
と
に
あ
る
。

し
か
し
、
指
導
案
の
作
成
や
教
材
の
準
備
な
ど
に
は
手
間
や
時
間
が
掛
か
り
、
と
も
す
れ
ば
研
究
自
体
が
目
的
化
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。

今
号
で
は
、
教
師
の
負
担
を
少
な
く
し
な
が
ら
、
日
常
的
な
授
業
の
改
善
に
つ
な
げ
て
い
る
研
修
の
あ
り
方
を
紹
介
す
る
。

限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
日
常
的
に
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有

千
葉
県
市
原
市
立
京
葉
小
学
校

事
例

今
回
の
テ
ー
マ

指
導
案
の
略
案
化
で

教
師
の
負
担
を
軽
減

パワーアップ！

      授業研究
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School Data

市
原
市
立
京
葉
小
学
校
研
究
主
任

近
藤
宏
子

こ
ん
ど
う
・
ひ
ろ
こ

「
先
生
方
が
話
し
合
う
場
面
で
は
、
ベ
テ
ラ

ン
、
若
手
を
問
わ
ず
、
先
生
方
が
話
し
や
す

い
雰
囲
気
づ
く
り
を
心
掛
け
て
い
る
」

市
原
市
立
京
葉
小
学
校
校
長

鎌
田
正
男

か
ま
だ
・
ま
さ
お

「
互
い
に
学
び
合
い
、
高
め
合
う
た
め
に
は
、

厳
し
い
意
見
を
プ
ラ
ス
に
受
け
止
め
る
こ
と

が
大
切
だ
と
、
日
々
先
生
方
に
伝
え
て
い
る
」

千葉県市原市立京葉小学校
◎１９６７（昭和４２）年開校。
基礎・基本の向上と学び合
い、高め合う授業実践を目
指す。東京湾に面した学区
ならではの「海苔づくり」
体験学習をはじめ、親善相
撲大会、敬老会など、地域
との連携も重視している。

授
業
研
究
に
学
校
全
体
で
主
体
的
に

取
り
組
む
た
め
に
心
掛
け
て
い
る
こ
と

校　長 鎌田正男先生
児童数 ６４８人　学級数　２２学級（うち特別支援学級１）　教員数　２９人
所在地 〒290-0038　千葉県市原市五井西３-９-２
T E L  0436-21-1725
ＵＲＬ  http://www.ichihara-chb.ed.jp/keiyo-e/
公開研究会　未定

教師の年齢構成が20～30代前半と50代に二極化する中、
若手教師がベテラン教師に対して、積極的に意見を述べ
る場面が何度も見られた。時に厳しい意見の応酬になる
が、各自が互いの意見を認め合いながら、授業改善へと
つなげている

①実施教科の自由化…教師の内発的な参加を促すため、各
自が実施する研究授業の教科を自由とし、教師が自らの
課題意識や得意、不得意に応じて決められるようにして
いる。調整はしないが、結果的に分散し、小学校教師に
必要な全ての教科で研修が行われている

②工夫ポイントの共通化…児童の課題を基に設定した「学
習意欲の向上」「基礎基本の習得」「言語活動の重視」の
３つの工夫のいずれかを授業に盛り込む（算数－意欲、
理科－言語など）

③指導案の略案化…基本的にＡ４判用紙表裏の１枚の略案
とし、本時の位置付けと目標、工夫点、場面展開、時間
配分を明記する

④事前・事後研修の充実…研究授業の前には学年会で指導
案を検討。事後には、低、中、高の２学年ずつで集まり、
研究授業の振り返りを行う。学年を中心に日常的に接す
る機会が多く、課題意識も近い教師間で行うため、活発
な意見交換が可能になる

＊同校の資料を基に編集部で作成

図１ 校内研修のポイント

写真 事後の協議会（１年生　算数）

図２ 指導案の略案（１年生　算数）

指導案の略案は A４判用紙の表裏両面から成る。「本時で工
夫していること」を必ず入れ、工夫ポイントには参観者に分
かりやすいように下線を引く。全てを参観できない教師は、
この略案を基に工夫ポイントの部分が行われる時間帯だけ
を見学できる　＊同校の資料を抜粋して掲載
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